
＜教育利用＞ ④「「個別最適な学び」「協働的な学び」につながる生成AI活用」

武雄市立川登中学校（佐賀県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-４

英会話の練習相手として利用。家庭でChat GPT
で練習した後に、学校ではALTとの英会話を実施
した。また、生徒各自が作成した英作文をChat
GPTでより自然な英文になるように添削に用いた。
Chat GPTが示した英単語や表現が難しい場合は、
辞書や検索を用いて自分が納得できるようにする
ことを合わせて指導を行った。
教科の授業の中では、プロンプトは予め教員が

準備をし（図５）、それをコピー&ペーストして
使うようにすることで、教科の学習が円滑に進む
ように工夫を行った。

英語科での活用

＜数学＞
・解答に至るヒント、別解法の提示。

＜学級活動＞
・高校入試の面接練習。

＜技術・家庭（技術分野）＞
・2030年の電力構成に関する話し合い活動で、
生成AIが示す別視点についても議論。

（教員）

学習支援の一環として、可能性は大きい。また、話合い活

動では、新しい視点での意見が示され、多様な考えやさら

に、生徒の考えを深めさせるための手助けになると感じた。

（生徒）

「個別練習がしやすい」、「教材を生成させ、繰り返し学習

できる」といったことから、学習への意欲向上につながった。

イメージを文章や画像として生成できるので、表現が苦手

な生徒にとって、新たな表現ツールになる可能性がある。

図５

その他教科等での活用


